




うえで、適切なおつなぎをすること。さらに、議論を深める
フェーズであるSTEP3、つまり「この人とこの人をつなげた
らおもしろいことが起きそうだ」の先の展開を想像すること
や、既存のプロジェクトにどう関与しうるかを考えながらアク
ションを取ることを意識しています。

横山明日香　コミュニティマネージャー的な役割を置くこと
は、最初から要件の中に入れていました。でも、私たちがや
りたいのは組織を超えて人と人を混ぜ、耕しながらコミュニ
ティの土壌をつくっていくこと。お客様対応ではなくフラット
に接することができ、能動的に働きかけながら、信頼関係
が築けるような存在を求めていました。
吉備友理恵　PYNTを運営する私たち日建設計イノベー
ションデザインセンター（以下、イノベチーム）のユニークな
ところは「社内外の実践者をつなぐ、共創プロジェクトの
伴走者」が専任していることです。伴走するためにはイノ
ベーションを生むための仕組みや仕掛けが必要ですが、
そのなかでもプロジェクトになる前の「コミュニティの土壌
をつくる」段階で特に重要な役割をCOチームが担ってく
れています。
　（石橋）萌さんたちがいることによって、人との出会いの数
やコミュニケーションの総量、関係構築の数が圧倒的に増え
ています。これをきちんと共創活動につなげていくために、CO
チームとイノベーチームは日々 連携しながら動いています。

─ PYNTの窓口として日頃多くの方々とコミュニケー
ションを取っているCOチームと、プロジェクト伴走者にも
なるイノベチーム。具体的にどのような連携をしているの
でしょうか？

横山　社内のどの人に繋げると良いか、既存のプロジェク
トでどこに組み込めそうかという会話をしますね。バトンの
受け渡しが雑になるとその後の共創ステップもうまくいか
ないので、丁寧な情報共有と相談をしながら前に進めて
います。
　この手の情報は、常駐するスタッフの「誰か」に閉じた属
人性の高いものになりがち。ですが、PYNTの場合は、役
割の違いこそあれどCOもイノベもひとつの「PYNTチー
ム」として動いていることが強みです。100%全員に共有し
て理解することは難しいですが、異なる役割が混ざり合う
チームだからこそ、多様な発想やネットワークをかけ合わせ
てつなぐことを意識しています。
　また、COチームにはPYNT内のツアーや打ち合わせ、
社内外の方が主催するイベントや展示のサポートもお願い
しています。他社の所属からPYNTチームとして関わり、
その人の見えていなかった側面やより深いところをすくい
上げてくれることも、良いコミュニティから実際の活動へと
進めていくために大切なことです。
吉備　先述の通り、私たちイノベチームはプロジェクト伴
走者としての役割も担っています。その時、いかにして社
内外の実践者を巻き込んでいけるかが重要であり、その
観点から「コミュニティ」と「プロジェクト」が分断されず、い
かにシームレスにつないでいけるかを重視しています。
　そのために、口頭でのキャッチアップはもちろん、ツール
を用いた情報共有も行っています。COチームが今日どん
な人とどんな会話をしたか、どんな考え方でどんなことをや
りたいと思っているかなどを毎日共有してくれています。そ
のおかげで、私がPYNTにいけない日が続いても、次にそ
の人と会ったときのコミュニケーションを考えることができる
んです。

KEEP GROWING 広がり続けるPYNTコミュニティ PYNT“チーム”が耕し、コミュニティからつなぐバトン
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─PYNTができて約2年。コミュニティの観点で、オー
プン当初からどのような変化が起きていますか？

石橋　PYNTで「やりたいことができるんだ」と思ってくださ
る人数は確実に増えていると感じています。日頃の挨拶は
もちろん、もう一歩踏み込んで「こんなことできるかな」とか
「こんなこと考えてみたんだけど」といった声をかけてもら
うことが増えました。
吉備　主体者が増えた、ということですよね。展示やイベン
トも最初は私たちが走り回っていましたが、いまやイベント
は約週1回ペースで開催、かつ持ち込み企画や社内開催
のもので私たちが企画する必要がなくなっているのはすご
いことだと思います。
横山　一歩引いて見ると、「PYNTらしい状況」ができた
と言えるかも知れません。いつ来ても賑わっていて、常に変
化しつづけている。いつも同じ人たちが集まる場だったら
起きにくいことが、日々色々な人が行き交いながらさまざ
まなフェーズのプロジェクトが進んでいるPYNTだからこそ

生まれているのだと思います。
　外の方にとって、PYNTはアクセスが良い場所でもなけ
れば、ワークスペースとして使いやすいわけでもない。にも
関わらず、PYNTを好きで、能動的に何かを求めている人
が日々来てくれています。そういうときに、COチームが手を
繋いでくれて、前向きなコミュニケーションをしてくれるから
こそ、次のステップへとつながる良いコミュニティが育まれ
ているのだと思います。
吉備　誰に対してもいつも笑顔で挨拶をしてくれて、たとえ
雑談であっても決して忙しそうな素振りもせずカジュアルに
接してくれる。ときには一歩踏み込んで人を紹介することも
あるし、メンバーの悩み相談にも乗ってくれる。
　そんな萌さんたちの行動すべてが「まちの未来に新しい
選択肢をつくる」共創プラットフォーム・PYNTの土台づくり
につながっています。今後人や拠点が増えていくうえで課
題もたくさんありますが、チームや役割の垣根を超えて一
緒にPYNTを盛り上げていきたいですね。

石橋 萌（写真・右）
ワーキングコミュニティ「MIDOR I . so」を運営するMIRA I 
INSTITUTE株式会社 委託事業担当。コミュニティオーガナイ
ザーとして、他社が運営するワークスペースの「仕込み」とコ
ミュニティの「醸し」のお手伝いをするほか、地域活性化企業
人として、檜原村の関係人口創出に取り組む。

横山 明日香（写真・中央）
日建設計 イノベーションデザインセンター。京都工芸繊維大
学・同大学院の仲隆介研究室にて、ワークプレイスについて
研究。2017年に日建設計に入社し、2021年から現職。現在
はPYNTの企画運営に携わりながら、社内外のイノベーション
創出の支援やそれに関わるプロジェクトに取り組む。

KEEP GROWING 広がり続けるPYNTコミュニティ

吉備 友理恵（写真・左）
日建設計 イノベーションセンター。東京大学大学院新領域
創成科学研究科修了。マルチステークホルダーの共創、場を
通じたイノベーションについて研究・実践を行う。共創を概念
ではなく誰もが取り組めるものにするためのツール「パーパ
スモデル」を考案し、書籍化。現在は、日建設計にて共創の場
「PYNT（ピント）」を企画運営し、社会課題に向き合う共創プ
ロジェクトのインキュベーションに取り組む。
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70件

数字でみるPYNT

PYNT CO-CREATION STEPS
PYNTでは、この1年で40を超える共創プロ
ジェクトが生まれました。社会実装を目前にした
プロジェクトが13件、仮説検証フェーズのプロ
ジェクトが27件と、徐々に、かつ着実に進歩して
います。

PYNT MEMBERS
PYNTを利用する社外の”PYNT MEMBERS”の数
は、2023年10月時点の139人から倍増。出会い
の数は増え、これまで以上に多様な方々が集まっ
てきています。PYNTに来たら何かが起こる、そん
な場としても活用していただきたいと思います。

371人

※2023年4月～2024年11月（計測していない月は除外）
※PYNT MEMBERS：日建グループ社員からの紹介で加わったPYNTの社外会員
　GUEST：日建グループ社員、またはPYNT MEMBERSが招待した社外のPYNT訪問者

MEET

1.
出会う

2.
お互いを
知る

3.
議論を
深める

4.
小さく
やってみる

5.
社会で
実証する

CROSS FOCUS TRY INSTALL

OUR BOOKSオーナー
「OUR BOOKS」は、日建グループ社員とPYNTメンバー
ズが「本棚オーナー」となって自分の選書を設置できる
コーナーとして、オープン以降、累計102人にオーナーに
なっていただきました。本であれば小説から漫画まで、ほ
かにも自作のイラストや模型を設置し、お互いを知りなが
ら関係性が広がるスペースになっています。

社内PYNT FRIENDS
（社内システムのチャットに入っている
日建グループ社員の合計数）

PYNTを展示・イベントなどで利用する社員から、
地道に社内のチャットグループに招待しており、現
時点で日建グループ約3,000人のうち6人に1人
が関わるコミュニティになりました。チャットではイ
ベントや進行中のプロジェクト情報などを定期的
に発信し、社内メディアとして活用されています。

PYNTの利用目的を
「社外とのコミュニケーション」と
回答した割合

日建グループ社員へのアンケートで

日建グループ社員にとって仕事の息抜きや気分
転換に訪れることが多いPYNTですが、PYNTの
利用目的について聞いたアンケートでは約半数が
「社外とのコミュニケーション」と回答。今後の社
内外の共創活動につながっていきます。

外部ゲストのツアー
日建設計のクライアント企業から個人の知り合い
まで、PYNTを初めて訪れた方へのご案内ツアー
を開設以来1,000回以上実施しました。PYNT
チームが直接、一人ひとりと丁寧にコミュニケー
ションを取りながら、PYNTの背景や共創の仕組
み、空間や展示の詳細などをご紹介しています。

カフェ提供数
スターバックス1店舗あたりの1日平均提供推
定数が約500～600杯と言われていますが、
PYNTのカフェではそれに匹敵する数のドリンクが
日々提供されています。多くの方々でコーヒー
を片手に、雑談や打ち合わせなど各々の時間
を過ごしています。

GUEST
社外からのゲストは1日平均で約30名以上。
PYNTのツアーや説明から興味を持ち、関わりた
いと思ってくれた方がPYNT MEMBERSとなり、
PYNTを利用してくださっています。

PYNTで開催したイベント
月間にすると約7回、社内向けの小
規模なものやワークショップも入
れると１日に１件以上のイベントが
PYNTで開催されています。テーマ
も「より良い難民キャンプの環境と
は？」「ローカルなまちづくりのはじ
めかた」など多岐にわたり、開催情
報はPYNT内掲示板、またはメール
マガジンなどで随時お知らせ中！

UPDATES 2023–24年の軌跡 数字でみるPYNT

780人
／
月 125回

500杯
／
日約 1,016回

42％

527人

102人2件13PJ27PJ14,054人

PYNT展示
PYNTでは、プロトタイプも含んだ、開発の途上にある
取り組みを展示してきました。社内外の方と発想を膨ら
ませながら可能性を模索し、次のステップに進むため
のインタラクティブなコンテンツとして機能しています。

31件
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「FUTURE LENS」始動

●  編集後記  ● ●  最新情報はこちらから！  ●

NOTEWEBサイト

　日建設計は、ゼブラ企業への
投資や経営支援等を行うZebras 

and Company（Z&C）と共に、共
創型社会環境デザインプログラム
「FUTURE LENS」をスタートしまし
た。2025年には、審査会を経て4月
頃に採択事業者が決定する予定で
す。PYNTチームは実証研究費の提
供だけでなく、Z&Cと共に事業者に
伴走。社会環境デザインの視点か
ら、地域の社会起業家と共創し、よ
り広い社会課題解決を目指す仕組
みづくりに取り組んでいきます。

PYNTオープン以来の取組みを、ブックの制作を通して振
り返りました。ご覧くださり、ありがとうございました。さら
に活動を推し進めていくため、みなさんの参加をお待ち
しています。またぜひ、カウンターにお立ち寄りください！

NEWS  BOARD
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